
地球温暖化対策につながり、エネルギー起源CO2削減が期待できる自動車軽量化に重点を置き、CNFの特性を
活かした用途（部材や部品）の性能評価や活用時のCO2削減効果の検証を実施しています。
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セルロースナノファイバーの
社会実装に向けた環境省の取組
（2016年１２月発行）

環境省では、様々な製品の基盤となる“素材”にまで立ち返り、地球温暖化対策への
多大なる貢献が期待できる次世代素材CNFについて、大学やメーカー、自治体等と
連携し、製品等活用時の削減効果検証、製造プロセスの低炭素化の検証、リサイク
ル時の課題・解決策検討、早期社会実装を推進しています。

平成27年度地域における低炭素なCNF用途開発FS委託業務

平成27～29年度 セルロースナノファイバー製品製造工程の低炭素化対策の立案事業委託業務

代表事業者 事業内容

1. 国立大学法人静岡大学
静岡県内産業を利用し｢原料調達､製品製造､製品使用､廃棄｣の一貫した事業性のある
地域モデルを構築

2. 公益財団法人
三重県産業支援センター

地域資源から特徴のある物性を有するCNFの製造、活用を検討、地域モデルとしての
妥当性を検証
CNFのサプライチェーン、地域内企業連携の可能性について検討

3. 岡山県
自動車部材への適用を提案し､CNF製造から部品製造までの工程を本県内産業で一貫し
て行う地域モデルを構築

代表事業者 検討対象部位

1. トクラス株式会社 インパネ周辺の内装材

2. トヨタ車体株式会社 自動車用金属部品の樹脂代替

3. 国立大学法人九州大学大学院
農学研究院

ドアパネルの内側や天井パネルとなる内装材

4. 第一工業製薬株式会社 自動車用バッテリー

代表事業者 事業内容

1. パナソニック株式会社 プラスチック製品の製造工程について検討

2. 国立大学法人愛媛大学
紙産業イノベーションセンター

透明樹脂製品の製造工程について検討

3. 大王製紙株式会社 ゴム製品の製造工程について検討（平成28年7月完了）

平成32年（2020年）にCNFを活用して自動車で10％程度の軽量化を目標とするプロジェクト。研究機関や企業
等のサプライチェーンで構成される一気通貫のコンソーシアムを設立し、ＣＮＦを活用した材料、部材、自動車部
品等の製品開発及び各段階の性能評価、CO2削減効果の評価・検証を実施しています。

【参加研究機関・企業20機関】
京都大学、一般社団法人産業環境管理協会、京都市産業技術研究所、金沢工業大学、名古屋工業大学、秋田県立大
学、東京農工大学、三菱エンジニアリングプラスチックス株式会社、株式会社昭和丸筒／昭和プロダクツ株式会
社、利昌工業株式会社、株式会社イノアックコーポレーション、キョーラク株式会社、三和化工株式会社、
ダイキョーニシカワ株式会社、日立マクセル株式会社、株式会社セイロジャパン、株式会社デンソー、トヨタ紡織
株式会社、トヨタテクノクラフト株式会社

平成28～31年度 ＮＣＶ（Nano Cellulose Vehicle）プロジェクト

セルロースナノファイバーの
社会実装に向けた環境省の取組

地球温暖化対策

×
植物由来

セルロースナノファイバー（CNF）

リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます
この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係

る判断の基準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａ

ランク］のみを用いて作製しています。

脱炭素・循環経済の実現に向けた

セルロースナノファイバー利活用ガイドライン

要約版

Ver.1.0（令和３年３月）

環境省では、脱炭素や資源循環の実現に向けて多大なる貢献が期待できる次世代素材「セルロースナノファイバー
（CNF）」について、2015年度から社会実装に向けた様々なチャレンジを、大学やメーカー、自治体等と連携し実施
してきました。これらの成果を踏まえ、用途に応じたCNFの選択をユーザーが適切に行い、効率的にCNF活用製品の
開発・製造が行えるよう包括的かつ実践的な情報をガイドラインとしてまとめました。

ガイドライン策定にあたり、策定委員会を設置し１年をかけて議論を進めてきました。取りまとめにご協力頂きました委
員会メンバーをご紹介いたします。

５．ガイドライン策定にご協力頂いたメンバー紹介

■策定委員会 座長
西野 孝（神戸大学大学院 工学研究科 応用化学専攻 教授）

工学部で化学の立場からセルロースを研究しています。木綿/麻、木材、紙として、人類は
天然高分子のセルロースをふんだんに使ってきました。これをほぐすと直径がナノレベルにな
り、エコ＆ナノ繊維として注目を集めています。やんちゃな奴ですが、ぴったりの役割を割り
当てれば、すごい性能を発揮します。皆様と相談して利活用のためのガイドラインをまとめま
した。セルロースナノファイバー（CNF）をぜひ使ってみてください。

区
分

氏名
（所属・役職）

自己紹介

学
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者

磯貝 明
（東京大学 特別教授）

再生産が可能な植物セルロース繊維から製造されるCNFは、化石資源に一部代替可能な新規バイオ系
ナノ素材です。CNFの優位性や機能を様々な汎用および先端材料に活用することにより、持続可能な
社会基盤の創成や地球温暖化防止につながることが期待されます。

遠藤 貴士
（国立研究開発法人産業技術総合研
究所中国センター 機能化学研究部
門 セルロース材料グループ 研究
グループ長）

現在、各種原料からのCNF製造技術、特性評価技術、樹脂・ゴム複合化技術、機能化・食品応用技術
などをテーマに研究開発を進めています。CNFならではの特性を発揮させた材料開発では、様々な側
面からのブラッシュアップが必要です。是非、皆様もCNFを触って新しいアイデアを出して下さい。

服部 順昭
（東京農工大学 名誉教
授）

専門は木材の機械加工です。レーザの木材加工への応用やインサイジング、木工機械の低騒音化等を
研究してきました。最近の研究は木材だけで構成の耐火集成材の開発と木製品の環境負荷評価
（LCA）です。ガイドラインにはLCA視点で協力しており、真に環境に優しいCNF製品の普及を期待
してます。

能木 雅也
（大阪大学 産業科学研
究所 自然材料機能化研
究分野 教授）

一昔前は「低」炭素社会が目標となっていましたが、昨今は「脱」炭素社会の実現が喫緊の課題とな
りつつあります。このような重要かつ困難な課題実現に向けて、本ガイドラインが貴重な情報源とな
り、CNFの利活用と「脱」炭素社会が一刻も早く実現することを期待しております。

矢野 浩之
（京都大学 生存圏研究
所 生物機能材料分野
教授）

カーボンニュートラルな高性能ナノファイバー：CNFは多くの可能性を秘めた植物からの贈り物です。
この地球上における何億年もの植物の歴史を生かして、温室効果ガスゼロエミッションに向けたCNF
材料の社会実装をオープンイノベーションのスタイルで皆さんと一緒に進めて行きたいと思います。
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瀧上 康太郎
（帝人株式会社 マテリアル
技術本部 マテリアル技術企
画部 担当部長）

CNFは、様々な材料と適切に複合化されることでサステナブル社会に貢献できる高機能複合材料・商
品に変貌することが期待されています。このガイドラインを活用し、更なる多用途での早期社会実装
を進め、世界に先駆けた環境対応型社会の実現を目指して頑張っていきたいと思います。

内貴 昌弘
（宇部興産株式会社
ナイロン開発部 部長）

宇部興産ではナイロンとCNFを用いた新しい複合材料の開発を進めています。天然由来のCNFの活用
を通して循環型社会に貢献するだけでなく、新たなビジネスチャンスととらえて、CNFを用いた樹脂
分野のデファクトスタンダードを目指します。

山岡 宗康
（三井化学株式会社
経営企画部 主席部員）

CNFを各種樹脂等への添加材として使用することで得られる機能が、お客様へのソリューション提供
と同時にサステナブルな社会の実現に繋がることに期待します。当ガイドラインがCNFへの皆様の関
心を高め、利活用に一歩踏み出すための一助になれば幸いです。

■委員会メンバー

６．ガイドライン（本編）の入手先について

環境省 CNF ガイドライン

セルロースナノファイバー利活用ガイドライン（要約版）（令和３年３月発行）

■発行 環境省 地球環境局地球温暖化対策課
地球温暖化対策事業室
〒100-8975
東京都千代田区霞が関1-2-2

TEL：0570-028-341
https://www.env.go.jp/

■制作 株式会社エックス都市研究所
サステナビリティ・デザイン事業本部 TEL：03-5956-7504
デロイトトーマツコンサルティング合同会社
パブリックセクター TEL：03-6867-8916
一般社団法人サステナブル経営推進機構
LCA事業部 TEL：03-5209-7708

「セルロースナノファイバー利活用ガイドライン（本編）」Ver.1.0の詳細については、
以下のWEBサイトをご覧ください。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html

区分ごとに氏名の五十音順に掲載、所属・役職は2021年3月時点

約3～100nm



１．セルロースナノファイバー（CNF）の概要

■CNFの特徴

■CNFの種類

■CNFの製造方法と特性

CNFはナノセルロースの一種です。ナノセルロースは、幅や長さ、由来原料によって種類（セルロースナノファイバー、セ
ルロースナノクリスタル、バクテリアナノファイバーなど）が分かれています。また、CNFは統一した呼び方が決まってい
ないため、ミクロフィブリル化セルロース、セルロースナノフィブリルなどと呼ばれることもあります。
本ガイドラインでは、幅3-100nm、長さ5μm以上、高アスペクト比を有し、機械解繊等で製造されているものをCNF
として扱っています。

【ナノセルロースの分類】

（出典）公益財団法人 ちゅうごく産業創造センター「中国地域におけるセルロースナノ
ファイバー関連産業創出可能性調査報告書」（2016年 3月）をもとに、一部追記

【木材細胞壁中のCNF】

（出典）京都大学生存研究所

CNFの製造は、精製処理とその後に機械装置等

を用いた解繊処理を行う必要があります。

CNFの特性は様々ありますが、原料とパルプ化

及びCNF化の処理方法で出現する特性に違いが

あります。そのため、CNFを扱う際には、何を原料

にしているか、どんな処理方法で製造されたもの

かを知ること、機能と用途との関連づけが非常に

重要となってきます。

セルロースナノファイバー（以下、CNF）は、植物由来

の次世代素材です。

木材などから化学的・機械的処理により取り出され

たナノサイズの繊維状物質で、高い比表面積を有して

おり、軽量でありながら高い強度や弾性率を持つとい

う特徴があります。それらの特徴を踏まえCNFを使っ

た商品化やその商品の使用により、環境面でさまざま

な効果を期待することができます。

【CNFの特徴】 【環境側面等で期待される効果】

❶

種類 ナノセルロース

セルロースナノ
ファイバー（CNF）

セルロースナノ
クリスタル（CNC）

バクテリア
ナノセルロース

幅 3-100nm 10-50nm 20-100nm

長さ 100μm未満 100-500nm 1.5-5.0μm

非結晶 あり なし あり

軽くて強い

植物由来

高リサイクル性

国内森林資源から調達

新素材

：構造材用途への利用によるエネルギー消費・CO2の削減

：従来素材（プラスチック等）の代替によるCO2削減

：リサイクル性の向上による循環経済の実現への貢献

：国内の森林保全・CO2吸収源対策へ貢献

：設備、人材、技術等を活用した地域産業の創出が可能

☞「序章１ CNFの特徴」参照

☞「序章４ 適用範囲」
「第１章 1．1CNFとは」参照

☞「第１章 1.1CNFとは」参照

❷

２．国内のCNFに関する技術開発及び製造、製品化の動向

■CNF原材料の生産状況

2020年度4月時点で25か所のCNF製造プラントが稼働しており、2021年に

は新たに１か所のプラントが稼働予定です。

製造方法別に見ると、機械処理法が多くを占めています。その他にTEMPO酸化

法と変性パルプ直接混練法（通称「京都プロセス」）によるプラントが、それぞれ３か

所ずつ稼働しています。詳細は本編を参照ください。

■CNFの普及状況

2020年時点において、水系用途（親水性）CNFの用途では、複数の用途が製品・実用化されています。一方で、プラ

スチックへの添加などCO2削減効果の高いと考えられる複合材料用途（自動車、家電、住宅建材、等）においては、実用

化に向けて実証等が進められている段階のものが多くなっています。

水系用途（親水性CNF） 複合材用途（疎水性CNF）

繊維強化複合材料の世界市場は、2016年度で

8.6兆円と見積られています。

用途としては、輸送（自動車）、建設、電気・電子、

パイプ・タンク、消費財などを想定しており、これら

の市場の何割かにCNF複合樹脂が導入されると

推定すると、CNF複合樹脂で数兆円規模の市場が

見込まれています。

（出典）京都大学矢野教授提供資料

【現在実用化・研究開発されている商品の一例】

化粧用品 食品用増粘剤 医薬用品 家電製品 住宅建材

【CNF製造プラント一覧（2020年４月現在）】

☞「第１章 1.3CNFの用途」
「第２章 2.1CNFの普及状況と今後の市場見込み」参照

☞「第２章 2.1CNFの普及状況と
今後の市場見込み」参照

【CNF材料の実用化時期と市場規模】

☞「第２章 2.3CNF原材料の生産状況・生産体制」参照

■今後のCNFの市場見込み

●…稼働中
●…稼働予定

※ 地図上の番号に対応するプラント情報（工場名、生産能力、製造方法）は、本編p.51に掲載
されています。

【CNF製造プラントが立地する
大王製紙株式会社の三島工場全景（右図❾）】

（出典）大王製紙株式会社提供資料

自動車
（内装材・外装材・タイヤ強化材）

【製造方法別のCNF透過電子顕微鏡写真】

（出典）国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構「セルロース
ナノファイバー利用促進のための原料評価書（概要版）」（2020年3月）

ウォータージェット
法（斜向衝突法）
（a:クラフト蒸解由
来、b:ソーダAQ蒸解
由来）
酵素・湿式法（c:ク
ラフト蒸解由来、d:
ソーダAQ蒸解由来）
e:木粉グラインダー
処理法
f :TEMPO処理法（ク
ラフト蒸解由来）

（出典）近畿経済産業局・(地独)京都市産業技術研究所）「セルロースナノ
ファイバー関連サンプル提供企業⼀覧（第９版）」（2020/2/27）、各種公開
情報より作成



３．環境省によるCNF社会実装の取組内容

■CNFに関する関係省庁との主な役割分担

国内では、各省庁が分担してCNFの利活用に取り組んでいます。環境省では、中長期的なエネルギー起源CO2排出

削減に資するCNF等の次世代素材のCO2削減効果の評価・実証、リサイクル時の課題・解決策に向けた対策技術の評

価・実証を2015年から2020年まで行ってきました。

【CNFに関する主な環境省事業の紹介】

■CNFの現状供給価格

環境省「セルロースナノファイバー性能評価モデル事業」の委託事業者の情報等を基に、製法別のCNF現状供給価格

を整理したところ、現時点では機械処理法によるものが最も安価（500円～数万円/kg）であることが分かりました。他

方、化学処理法であるTEMPO酸化や変性パルプ直接混練法では、3,000円～数万円/kg（10～30％CNF相当）と

なっていて、このような価格差はCNFの解繊度や製造時の処理工程の数によるものと推測されます。

2016年、環境省の委託事業として

「NCV（Nano Cellulose Vehicle）プロ

ジェクト」を開始しました。京都大学が代表

事業者となり、計22の大学・研究機関・企業等

で構成するコンソーシアムを構築しています。

プロジェクトの成果として、CNF複合材で作製され

たコンセプトカーを2019年の東京モーターショーで初披

露しました。

車両軽量化率（二次的軽量化含む） 16％

燃費改善効果（エンジンのダウンサイジング含む） 11％

ライフサイクルCO2排出量削減効果（CNF効率的
量産シナリオ）

2t-CO2e/台

【NCV（ガソリン車）の2020年技術ポテンシャル】

環境省が目指す
CNFを活用した”脱炭素社会・循環経済・分散型社会”の将来像

環境省ではCNFを活用した”脱炭素社会・循環経済・分散型社会”の将来像を明確に
掲げ、実現に向けた施策等の方向性を示すことで、CNFに関する取組や投資拡大の

基盤となることを期待します。

セルロースナノファイバー性能評価モデル事業
（2015～2019年度）

国内の市場規模が大きく、CO2削減ポテンシャルの大きい自
動車分野及び家電、住宅・建材等の分野において、材料メー
カーおよび製品メーカーのそれぞれと連携し、CNF軽量材料の
用途開発と性能評価等を実施。

関係省庁 主な役割分担

上流 農林水産省 農林業や食品産業からの国産セルロース原料の供給

文部科学省 CNFに関する基礎研究

経済産業省 CNFの製造（技術の研究開発等）

下流 環境省 地球温暖化対策に資する分野への具体的な展開

リサイクル時の課題・解決策検討の実証事業
（2017～2019年度）

CNF樹脂複合材（材料）を製造する段階での易リサイクル性、
リサイクル材料の性能評価等を行い、解決策について実証。

【2019年に初披露されたNCV】

☞「第3章 3.1環境省によるCNF社会実装に向けた取組の全体像」参照

☞「第3章 3.1環境省によるCNF社会実装に向けた取組の全体像」 コラム（p.58～）
参照

☞「序章２ 環境省が描くCNFを活用した脱炭素社会像」参照

地域単位での取組事例
■静岡県富士市

森林が多く、古くから製紙産業が興り、地

域の主要産業の一つとなっている静岡県や富士

市では、行政主導の下、地域コンソーシアムを

立ち上げて情報提供や企業間の連携を支援し、CNFに

よる新しい産業の創出に取り組んでいます。

富士市が立ち上げた「富士市CNFプラットフォーム」では、CNFの

取組ステージやニーズに応じた様々な活動を行政が支援することで、会員

企業による食品（菓子）や化粧水などのCNF製品の商用化を実現しています。

【プラットフォーム会員企業により実用化された商品例】

トイレットペーパー 蒸着紙（パッケージ）

和菓子（どらやき） 化粧品

☞「第3章 3.3CNFによる地域産業の創出」参照

CNF製品製造工程の低炭素化対策の立案事業
（2015～2017年度）

最終製品サイドからバックキャスティングで様々な評価や検
証等を行い、製品製造時や社会実装時における課題を抽出・対
策し、あらかじめ課題解決を図ることで、CNFの早期社会実装
を実現することを目的に実施。

❸

☞「第3章 3.2CNF関連事業の概要」参照

CNFの市場価格は、用途とそれに応じた製品の品質に

よって決定されます。高付加価値分野（医薬品等）では高い

供給価格でも取引が成立しますが、構造用途（自動車・家

電・建財等）では、市場規模は大きいもののそれほどの高

い市場価格が期待できないため、利用拡大していくために

は、現状より供給価格を下げていく必要があります。

【CNFの用途別の市場規模と価格の概念図】

都市部

地域

“高強度で軽量”という特性を生かした製品製造

将来的には「EV自動車・バス・トラック」「航空機」等の

モビリティや各種建材等においても高強度・軽量化を実現

NCV
（ナノ・セルロース・ヴィークル）

CNF製品の利用によるエネルギー起源CO2排出量の削減

高強度・軽量CNF複合樹脂による自動車の燃費向上や

高機能CNF建材の断熱効果で省エネ住宅の実現

地域の森林資源活用による分散型社会の実現

切り捨て間伐材といった地域資源の有効活用を通じて、

地域産業の創出や森林吸収源確保による脱炭素化へ貢献

様々な用途に応じたモビリティの軽量化

将来的には「EV農業用トラクター」等においても

採用され、軽量化の実現が期待される

CNF

植物由来で“カーボンニュートラル”な工業原料に

国内木材・間伐材等の植物を原料としているため、

CNFは従来素材と比較して環境負荷が小さい

高い“再利用性”を備えた植物由来の次世代素材

ガラス繊維等の従来素材と比べて再生利用が可能であり、

従来のOne-Way由来のCO2排出量削減による脱炭素化

“高強度で軽量”という特性を生かした

製品開発・利用による

脱炭素社会の実現

地域の森林資源活用による

分散型社会の実現

植物由来や高い再利用性を備えた

素材故の

循環経済の実現

地域産業の創出による地域の”稼ぐ力”の向上

CNFの「高強度・軽量・ナノ素材」等の付加価値を活かした、

脱炭素化への貢献と産業創出による地域経済成長の両立

間伐材等

産業創出

（地域経済の成長）

自然資源・

生態系サービス資金・人材

の提供

富士市CNFプラットフォーム
❹



本ガイドラインは、CNFの製造、製品の研究開発・
利活用に携わる全ての関係者を読者層と想定していま
す。
また、取扱う範囲はCNFサプライチェーン全体と

していますが、特にCNF製造から輸送、CNF製造製品
の部分を中心に取りまとめています。

⇒本編「序章３対象とする読者層」及び
「序章４適用範囲」を参照ください。

４．CNF利活用ガイドラインに関するQ&A

質問１：このガイドラインは誰を対象にしていますか？また、ガイドラインに記載されている内容の範囲はどのよ
うに設定されていますか？

質問２：環境省で実施された事業について、その後各事業者でどのような取り組みに発展していますか？

引き続き自社で技術開発を行っている事業者
や、既に製品化している企業や別の大学・研究
機関との共同研究に発展した企業もいます。
また、一部の事業者では、環境省事業での成

果や知見を活かし、CNF製品の商品化を行って
いるところもあります。

⇒本編「第３章環境省によるCNF社会実装の取組内容」、
「別冊１環境省事業の成果まとめ」を参照ください。

地域のGDP上昇、失業率の低減、平均時
給の上昇などの効果が期待できます。
環境省が試算した結果（ CNFが10％含ま

れるマスターバッジを年間4.3万t生産するケ
ース）は以下の通りです。
 地域の需要創出額 約1,270億円
 就業誘発者数 約3,200名

これらの効果を得るためには通常のサプラ
イチェーン構築に加え、“地域内で製品製造を
担う企業の確保”がポイントになります。
加えて、CNFの出口創出や需要拡大に向け

て、地域内外の企業・有識者との連携が必要
です。

連携を主導する役割を期待されているのが
地方自治体であり、周辺自治体、都道府県とともに地域産業の創出に取り組むことで地域全体の活性化に繋がり
ます。

⇒本編「第３章3.3CNFによる地域産業の創出」を参照ください。
複数パターンでケーススタディを実施し、経済効果や雇用創出効果の具体的な数値等を掲載しています。

【CNFのサプライチェーンの全体像】

ガイドラインが主に取扱う範囲

質問３：CNFによる地域産業の創出は、地域にとってどのようなメリットがありますか？また、創出にあたって
地域の主体にどんな役割が期待されていますか？

パナソニック（株）→
コードレス掃除機

【地域コンソーシアムに求められる機能】

CNF複合材と同様に高い機械物性を持つ
GFRP（ガラス繊維強化プラスチック）や
CFRP（炭素繊維強化プラスチック）と比
較すると、CNF複合材はマテリアルリサイ
クル時の繊維破断が少なく、繰り返しのリ
サイクルによる物性低下が少ないこと、原
料が植物由来のため燃焼性があり、紙やプ
ラスチックと同じようにサーマルリカバリ
ーが可能である特徴があります。

⇒本編「第４章CNFのリサイクル」を参照
ください。

質問４：CNFの特徴の１つに「リサイクル性」とありますが、他の素材と比べてCNF複合材のリサイクルにはど
のような優位性がありますか？

質問５：CNFを利用することでどのくらいCO2を削減することができますか？また、算定は、どのように計算
することができますか？

CNFはその特性を活かし、企業ビジネスを通じてサ
ステナビリティに関する様々な社会情勢に対応するこ
とが期待できます。
そのため、企業等が社会情勢に対応した製品を上市

するにあたり、CNF活用のメリットを定量的に考察し、
これに基づきステークホルダーとコミュニケーション
することが有効です。
こうした観点でLCA特に使用時に加えて、原料調達

から廃棄段階までを含めた一連のライフサイクルCO2

（LCCO2）を把握し、その情報を効果的に活用する重
要性が高まっています。

CO2削減量は、右図のフローに従って算定することができます。CNF素材を使ったガソリン車では、従来品と
比較して１台当たり2トンのCO2削減効果量があることが試算されました。本編にはその他製品のCO2削減効果の
試算結果も掲載しています。

⇒本編「第５章CNFのCO2削減効果の算定」及び
「別冊３CNFに関する温室効果ガス削減効果算出ガイドライン」を参照ください。

質問６：今後CNFの利活用を想定する新たな分野にどのようなものがありますか？また、現時点で想定される
課題にはどのようなものがありますか？

環境省では、地球温暖化対策などの環境負荷
低減の観点から、今後もモビリティ、住宅建材、
家電の３つの分野に特にフォーカスを当て実用
化を推進していきます。
特に開発が有望視されるのが「小型・電動

モビリティ」及び「蓄電池・コンデンサ」です。
現時点で想定される主な課題は以下の通りです。
 性能の向上・品質の担保
 製造及び輸送コストの低減
 リサイクル手法等の確立

環境省ではこのガイドラインが脱炭素社会や
循環経済社会の実現に向けたCNFの利活用のき
っかけになることを期待致します。

⇒本編「第６章今後のCNFの利活用に向けて」を参照ください。

マテリアルリサイクル サーマルリカバリー

CNF複合材

リサイクル時の繊維破断
が少なく、物性の低下が
少ないため可能性は高い。

原料が木材等であり、燃焼す
る材料であるため、サーマル
リカバリーが可能である。

GFRP
（ガラス繊維強
化プラスチック）

高い耐熱性により処理が
難しく、リサイクルを行
うと繊維長が短くなり利
用価値が低下するため、
可能性が低い。

不燃性・難燃性・耐熱性とい
う性質から、処理効率等の課
題があり、可能性は低い。

CFRP
（炭素繊維強化
プラスチック）

【材質ごとのリサイクルに関わる特性の比較】

ステップ１ 評価対象製品等の温室効果ガス排出量を算定

ステップ２ 比較対象製品等の温室効果ガス排出量を算定

ステップ３ CO2削減効果量（比較対象製品と評価対象製
品の差異）及び削減効果ポテンシャル量（普及
した場合の全体のCO2排出削減量）を算定

←大王製紙（株）
トイレットクリーナー

❻

地域の特性や課題等をもとに、構想を練り、計画を策定するために必要な
多くの関係者（ステークホルダー）の連携や積極的な参画を、中心となっ
て主導する。

必要な人材 役割の概要 要件

取組主体

（地域行政等）

キーパーソン

（有識者等）

コーディネータ

実施

主体

森林組
合等

行政（国）

関係者間の各種調整や、取組に関連する分野の専門家として、取組推
進に向けた的確な助言を行う。
また、協議会の委員長として、参加メンバーの意見を引き出したり、集約し
たり、会議の取りまとめ役を担うことも期待される。

取組全体を縦横から客観的かつ冷静に見極めつつ、柔軟な発想で参加
者の意見を引き出したり、取りまとめたりして、合意形成まで事業を的確に
導いていく。

事業の実施を担うとともに、新たな事業創出を行う。

地域資源の活用を具体的に検討するにあたり、生産及び輸送機能ならび
に、需給に係る情報を開示する

事業実施の際に課題となる規制等に関する情報や、国として支援可能な
施策等の情報を提供する。
循環資源が循環する地域が都道府県をまたぐ場合などには、協議会等の
設置運営に中心的な役割を果たす。

特になし

（行政、事業者、NPO等が想定される。地域内
の循環最適化の観点では、行政が望ましい）

その地域で影響力を持つ関係者（首長等）や、
その取組分野に関する有識者（学識経験者
等）

土地勘や影響力を持つ、協議会等の中心になる
存在。または、その役割を専門に担う外部人材。
企業出身者など、CNFの知見と産業界へのネット
ワークを有する人材が期待される。

特になし

（地域産業創出の観点では、県内事業者が望
ましい）

特になし

（地域産業創出の観点では、県内組織が望まし
い）

（国を想定した役割）

事業者

❺

モビリティ 住宅建材 家電

現
状

応
用

普
及

 自動車（NCV）

 小型・電動モビリティ
 蓄電池・コンデンサ

 EVバス
 EV農業用トラク
ター ・・・

 断熱材（外壁、内装
材）

 サッシ
 窓ガラス

 洗濯機
 冷蔵庫

 掃除機

 セメント・コンク
リート補強筋

 住宅用塗料
 壁紙 …

 セビル免振ゴム
…

 空調機器（換気扇や
ファン）

 空調機（フィルタま
たは吸湿材）

 家電（筐体）

環境省実証事業


